
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

資

金

管

理

団

体

の

指

定

取

消

し

〃

○

政

治

活

動

の

た

め

に

寄

附

を

受

け

、

又

は

支

出

〃

担

当

課

（

室

）

を

す

る

こ

と

が

で

き

な

く

な

っ

た

政

治

団

体

目

次

【

規

則

】

○

岡

山

県

環

境

へ

の

負

荷

の

低

減

に

関

す

る

条

例

環

境

管

理

課

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

岡

山

県

中

小

企

業

高

度

化

資

金

貸

付

規

則

の

一

経

営

支

援

課

部

を

改

正

す

る

規

則

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

【

告

示

】

○

岡

山

県

中

小

企

業

支

援

資

金

融

資

制

度

要

綱

の

経

営

支

援

課

一

部

改

正

（

県

例

規

集

登

載

）

【

公

告

】

○

随

意

契

約

の

相

手

方

の

決

定

税

務

課

○

土

地

改

良

区

役

員

の

退

任

及

び

就

任

届

耕

地

課

○

土

地

改

良

区

の

定

款

変

更

の

認

可

〃

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

政

治

団

体

の

名

称

等

の

公

表

選

挙

管

理

委

員

会

○

政

治

団

体

の

代

表

者

等

の

異

動

〃

○

政

治

団

体

の

解

散

〃

○

資

金

管

理

団

体

の

届

出

事

項

の

異

動

〃

岡

山

県

公

報

令和４年４月２８日 第１２３９１号



◎
岡
山
県
規
則
第
三
十
号

岡
山
県
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
岡
山
県
規
則
第
四
十
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
六
条
第
一
号
中
「
、
水
質
汚
濁
防
止
法
」
を
「
又
は
水
質
汚
濁
防
止
法
」
に

「
又
は
瀬
戸

、

内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法

昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号

第
十
二
条
の
二
若
し
く
は

を

同

（

）

」

「
（

条
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
特
定
施
設
（
」
に

「
水
質
汚
濁
防
止
法
第
二
条
第
三
項
」
を
「
同

、

項
」
に

「

別
表
第
六
の
備
考
一
に
お
い
て
「
み
な
し
指
定
地
域
特
定
施
設
」
と
い
う
」
を
「
を
含

、
（

む

）
を
含
む
。
別
表
第
六
の
備
考
一
に
お
い
て
同
じ
」
に
改
め
る
。

。別
表
第
六
の
備
考
一
中
「
又
は
み
な
し
指
定
地
域
特
定
施
設
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和４年４月２８日　岡山県公報　第１２３９１号



◎
岡
山
県
規
則
第
三
十
一
号

岡
山
県
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
岡
山
県
規
則
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
中
「
〇
・
三
五
％
」
を
「
〇
・
四
〇
％
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
岡
山
県
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の

施
行
の
日
以
降
に
貸
し
付
け
る
貸
付
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
貸
し
付
け
た
貸
付
金
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

令和４年４月２８日　岡山県公報　第１２３９１号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
二
十
五
号

岡
山
県
中
小
企
業
支
援
資
金
融
資
制
度
要
綱
（
平
成
二
十
一
年
岡
山
県
告
示
第
二
百
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

第
二
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
八

事
業
再
生
計
画
実
施
関
連
保
証
（
感
染
症
対
応
型
）

事
業
再
生
計
画
実
施
関
連
保
証
（
感
染
症
対
応
型
）
制
度
要
綱
（
二
〇
二
一
〇
三
一
〇
中
庁
第
二
号
）
に
基
づ
き
全
国
的
に
統
一
し
て
設
け
ら
れ
た

信
用
保
証
制
度
を
い
う
。

第
四
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
三

別
表
第
十
三
号
に
掲
げ
る
資
金
の
融
資
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
事
業
再
生
計
画
実
施
関
連
保
証
（
感
染
症
対
応
型
）
を
受
け
る
こ
と
。

別
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

お
か
や
ま
中
小
企

事
業
再
生
計
画
実
施
関
連
保
証

事
業
再
生
の
計

同
上

年
以
内

５
年
以

同
上

年
％

年
％

同
上

保
証
付
き

1
3

(
1
)

1
5

（

1
.
1
5

0
.
2
0

業
再
生
支
援
資
金

感
染
症
対
応
型

の
対
象
と
な
る

画
の
実
施
に
必
要

内
以
内

た

（

）

）

。

者
な
運
転
資
金
及
び

だ
し

融
，

設
備
資
金

土
地

資
の
実
行

（

取
得
資
金
を
除

の
日
か
ら

く
３
年
間

。）

知
事
が
別
に
定

は
年

(
2)

，

め
る
既
往
の
借
入

％
以

0
.
3
0

金
の
返
済
資
金

内

別
表
の
備
考
中
「

」
の
次
に
「

1
3

」
を
加
え
る
。

限
る

及
び
第

号
に
掲
げ
る
資
金

。
）

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
適
用
）

２

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
岡
山
県
中
小
企
業
支
援
資
金
融
資
制
度
要
綱
の
規
定
は
、
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
以
降
に
岡
山
県
信
用
保
証
協
会
が
保
証
の
申
込
み
を
受
け
付
け
た
資
金
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

令和４年４月２８日　岡山県公報　第１２３９１号



〔
二
〇
二
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う

）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の

。

と
お
り
契
約
の
相
手
方
等
を
決
定
し
た
。

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

特
定
役
務
の
名
称

税
務
シ
ス
テ
ム
保
守
運
用
業
務

二

契
約
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
総
務
部
税
務
課

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

四

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

五

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
日
立
製
作
所

中
国
支
社

広
島
県
広
島
市
中
区
袋
町
五
番
二
五
号

六

契
約
金
額

一
二
五
、
〇
一
六
、
二
一
〇
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
一
一
、
三
六
五
、
一
一
〇
円
）

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
（
契
約
方
法
）

随
意
契
約

八

随
意
契
約
の
理
由

政
令
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
た
め

令和４年４月２８日　岡山県公報　第１２３９１号



〔
二
〇
三
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ

り
、
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

土
地
改
良
区
の
名
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

廠
舎
池
土
地
改
良
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二 

退
任
及
び
就
任
役
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

退
任
役
員 

 
 

就
任
役
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

理
事
監 

 
 

氏 
 

名 
 

 
氏 

 

名 
 

 
 

住 
 

 

所 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事
の
別 

 

浅
野 

秀
紀 

 
 

 
 

 
 

 
 

勝
田
郡
奈
義
町
上
町
川
九
八
八 

 
 

 
 

 
 

 
 

理 

事 

 

植
月 

 

平 
 

植
月 

 
平 

 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

二
八
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 

浅
野 

勝
英 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

三
八
〇
―
二 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 

浅
野 

和
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

一
一
七
四 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 

赤
座 

美
久 

 

赤
座 

美
久 

 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

二
五
四 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 

浅
野 

 

徹 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

一
一
七
二 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 

浅
野 

福
香 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

一
一
三
九 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

岸
本 

 

要 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

一
四
四
四 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

浅
野 

正
治 

 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

八
九
〇
―
五 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

菅
田 

 

実 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

一
三
六
九
―
四 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

浅
野 

康
之 

 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

一
一
七
七
―
一 

 
 

 
 

 

〃 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

浅
野 

五
郎 

 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

三
七
一
―
一 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 

岸
本 

 

勉 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

一
四
五
六 

 
 

 
 

 
 

 

監 

事 

 

菅
田 

将
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

一
三
六
四
―
二 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

浅
野 

芳
宏 

 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

一
一
八
七 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

浅
野 

正
美 

 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

一
二
〇
五 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
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〔
二
〇
四
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。                                  

 

 
 

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

土
地
改
良
区
の
名
称                                                         

 

    

砂
川
右
岸
土
地
改
良
区                                                      

 

二  

認
可
年
月
日                                                         

 

    

令
和
四
年
四
月
二
十
一
日 

令和４年４月２８日　岡山県公報　第１２３９１号



〔
二
〇
五
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
窪
木
字
前
場
六
六
一

五

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
中
央
三
丁
目
一
三

一
〇
四
レ
ー
ヴ
二
〇
二
号

－

眞
田

達
矢

眞
田

幸
子

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
四
年
二
月
二
十
二
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
四
一
二
号

令和４年４月２８日　岡山県公報　第１２３９１号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
二
十
二
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

大

林

裕

一

一

政
党
の
支
部

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
党
の
支
部

一
以
上
の
市
町
村
等

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

の
区
域
を
単
位
と
し

届
出
年
月
日

て
設
け
ら
れ
る
支
部

自
由
民
主
党
岡
山
県
岡
山
市
第
二
十
八
支
部

江

田

厚

志

堀

川

辰

也

岡
山
市
南
区
あ
け
ぼ
の
町
二
七

一
六

○

令
和
四

・

三
・
一
八

－

自
由
民
主
党
岡
山
県
岡
山
市
第
三
十
支
部

花

岡

栄
太
郎

大

藤

浩

伸

〃

中
区
平
井
三

九
九
六

四
二

○

〃

三
・

一

－
－

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

赤
磐
歯
科
医
師
連
盟

坂

本

宏

充

坂

本

宏

充

赤
磐
市
東
窪
田
八
九

四

令
和
四

・

三
・
一
七

－

浅
口
歯
科
医
師
連
盟

宮

部

昌

和

宮

部

昌

和

浅
口
郡
里
庄
町
浜
中
九
三

一
六
九

〃

三
・
二
九

－

吉
備
歯
科
医
師
連
盟

遠

藤

彰

治

遠

藤

彰

治

岡
山
市
北
区
吉
備
津
一
一
六
八

〃

三
・
一
七

倉
敷
歯
科
医
師
連
盟

大

森

潤

上

村

勝

人

倉
敷
市
昭
和
二

二

一
七

〃

〃

－
－

児
島
歯
科
医
師
連
盟

大

上

宏

己

大

上

宏

己

倉
敷
市
林
五
六
六

五

〃

〃

－

瀬
戸
内
市
歯
科
医
師
連
盟

中

島

啓
一
朗

中

島

啓
一
朗

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
一
二
四
四

四

〃

〃

－

高
梁
歯
科
医
師
連
盟

黒

瀬

邦

彦

黒

瀬

邦

彦

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
湯
山
一
〇
六
九

八

〃

〃

－

玉
島
歯
科
医
師
連
盟

白

神

佳

樹

白

神

佳

樹

倉
敷
市
玉
島
阿
賀
崎
一

一

二

〃

〃

－
－

玉
野
市
歯
科
医
師
連
盟

桜

井

修

司

桜

井

修

司

玉
野
市
和
田
三

四

六

〃

〃

－
－

玉
野
と
岡
山
県
の
未
来
を
語
る
会

吉

村

智

森

川

友

和

〃

田
井
三

八

五

〃

三
・
三
〇

－
－

都
窪
歯
科
医
師
連
盟

山

本

道

代

山

本

道

代

岡
山
市
南
区
大
福
九
五
〇

六

〃

三
・
一
七

－

津
山
歯
科
医
師
連
盟

平

滋

之

平

滋

之

津
山
市
沼
六

一
五

〃

〃

－

ど
い
俊
彦
後
援
会

山

岡

威

土

井

誉

小
田
郡
矢
掛
町
小
田
三
〇
八
四

〃

三
・
二
三

新
見
歯
科
医
師
連
盟

宮

地

芳

之

宮

地

芳

之

新
見
市
新
見
一
二
〇

三

〃

三
・
一
七

－

真
庭
歯
科
医
師
連
盟

吉

田

伸

生

吉

田

伸

生

真
庭
市
豊
栄
九
九
二

二

〃

〃

－

和
気
歯
科
医
師
連
盟

久

本

昌

弘

久

本

昌

弘

備
前
市
穂
浪
三
九
五

一
七

〃

〃

－

令和４年４月２８日　岡山県公報　第１２３９１号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
二
十
三
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

大

林

裕

一

一

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

自
由
民
主
党
岡
山
県
ち
ん
た

野

村

泰

之

会
計
責
任
者
の
氏
名

有

木

聖

人

有

木

良

治

令
和
三

・
一
二
・

一

い
支
部

立
憲
民
主
党
岡
山
県
総
支
部

柚

木

道

義

代
表
者
の
氏
名

柚

木

道

義

難

波

奨

二

令
和
四

・

三
・
二
五

連
合
会

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

石
井
さ
と
み
後
援
会

数

井

美

佐

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

高
梁
市
落
合
町
阿
部
八
六
六

二

高
梁
市
落
合
町
阿
部
一
七
一
六

令
和
四

・

三
・
一
五

－

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

石

井

亮

作

石

井

美

明

〃

〃

岡
山
県
遺
族
政
治
連
盟

大

月

健

一

代
表
者
の
氏
名

大

月

健

一

須
々
木

壽

志

令
和
三

・

六
・
二
五

岡
山
県
行
政
書
士
政
治
連
盟

安

井

健

会
計
責
任
者
の
氏
名

西

田

尚

美

谷

岡

猛

〃

五
・
二
八

岡
山
県
理
容
政
治
連
盟

中

原

一

郎

〃

黒

瀬

良

佐

竹

茂

〃

五
・
二
四

岡
山
法
面
保
護
協
会

岡

村

孝

幸

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

倉
敷
市
玉
島
爪
崎
一
四
二

一
二

津
山
市
日
上
一
六
九

一

〃

三
・
二
一

－
－

〃

〃

代
表
者
の
氏
名

岡

村

孝

幸

坂

田

蒼

美

〃

三
・

三

小
倉
ひ
ろ
と
し
後
援
会

藤

井

篤

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

真
庭
郡
新
庄
村
四
七
〇
二

真
庭
郡
新
庄
村
二
一
七
三

令
和
四

・

三
・
一
〇

尾
髙
誉
久
後
援
会

尾

髙

誉

久

〃

美
作
市
湯
郷
八
三
八

美
作
市
安
蘇
三
五
五

一

令
和
三

・

四
・
一
一

－

か
つ
う
ら
正
樹
後
援
会

野

條

健

正

政
治
団
体
の
名
称

か
つ
う
ら
正
樹
後
援
会

ク
リ
ー
ン
な
津
山
を
創
る
会

令
和
四

・

三
・

一

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

勝

浦

洋

子

野

條

健

正

〃

〃

神
崎
良
一
後
援
会

神

﨑

善

雄

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

和
気
郡
和
気
町
福
富
六
〇
六

七
フ
ロ
ン
ト

和
気
郡
和
気
町
福
富
六
〇
四

二

令
和
二

・

四
・

一

－
－

和
気
Ｅ
棟

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

目

賀

晴

栄

神

﨑

榮

令
和
四

・

三
・
二
八

桑
田
ま
さ
あ
き
後
援
会

桑

田

昌

哲

〃

本

田

健
太
郎

鎌

田

幸

輝

令
和
三

・

九
・

一

河
本
勉
後
援
会

河

本

昭

吾

代
表
者
の
氏
名

河

本

昭

吾

戸

田

伸

令
和
四

・

三
・

一

庄
司
史
郎
後
援
会

庄

司

史

郎

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

真
庭
市
開
田
四
六
七

二

真
庭
市
日
名
一
一
九

二

〃

三
・
二
九

－
－

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

庄

司

智

庄

司

信

幸

〃

〃

全
日
本
不
動
産
政
治
連
盟

弥
久
末

務

〃

神

﨑

長

勇

山

本

恭

介

令
和
三

六
・
一
四

岡
山
県
本
部

髙
橋
と
お
る
後
援
会

髙

橋

徹

政
治
団
体
の
名
称

髙
橋
と
お
る
後
援
会

高
橋
と
お
る
後
援
会

令
和
四

・

三
・
一
一

〃

〃

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
中
区
円
山
一
一
八
サ
ン
ラ
イ
ズ
ビ
ル

岡
山
市
中
区
円
山
一
〇
七

〃

〃

令和４年４月２８日　岡山県公報　第１２３９１号



二
〇
一

〃

〃

代
表
者
の
氏
名

髙

橋

徹

高

橋

徹

〃

〃

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

髙

橋

景

子

中

尾

浩

史

〃

〃

田
中
美
喜
男
後
援
会

森

脇

公

宏

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

小
田
郡
矢
掛
町
東
三
成
二
四
〇
二

小
田
郡
矢
掛
町
東
三
成
二
九
二
六

二

〃

三
・

一

－
〃

田

中

美
喜
男

代
表
者
の
氏
名

田

中

美
喜
男

森

脇

公

宏

〃

三
・

三

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

〃

牛

島

憲

彦

〃

〃

地
域
の
底
力
・
岡
山

黒

田

晋

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
北
区
上
中
野
一

一
九

五
一

玉
野
市
宇
野
四

一
三

四

〃

〃

－
－

－
－

電
機
連
合
岡
山
政
治
活
動

坂

手

健
一
郎

〃

〃

〃

津
島
西
坂
一

四

一
八

岡
山
市
東
区
東
平
島
一
三
六
〇

令
和
三

・

九
・
一
七

－
－

委
員
会

中
川
雅
子
後
援
会

池

田

雅

子

〃

〃

東
区
益
野
町
二
二
八

〃

〃

益
野
町
四
一

三

〃

一
二
・

一

－

松
田
達
雄
後
援
会

小

林

明

代
表
者
の
氏
名

小

林

明

小

谷

淳

二

令
和
四

・

三
・

一

山
本
み
の
る
後
援
会

定

国

奈
賀
子

〃

定

国

奈
賀
子

髙

坂

光

男

〃

三
・
一
七

備
考

従
来
、
岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
出
が
さ
れ
て
い
た
政
治
結
社
大
日
本
健
憂
會
に
つ
い
て
は
、
総
務
大
臣
に
届
出
す
べ
き
政
治
団
体
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
二
十
四
号 

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日 

岡 

山 

県 

選 

挙 

管 

理 

委 

員 

会 

委 
 

員 
 

長 
 

 

大 
 

 

林 
 

 

裕 
 

 

一 
 

 
 

 

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
） 

 
 

政
治
団
体
の
名
称 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

解
散
年
月
日 

 

岡
く
に
た
ろ
う
後
援
会 

片
山
虎
之
助
津
山
後
援
会 

加
藤
英
資
後
援
会 

義

和

会 

重
政
ひ
で
あ
き
と
安
心
安
全
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
考
え
る
会 

簀
戸
利
昭
後
援
会 

瀬
戸
内
海
政
治
経
済
研
究
所 

難
波
正
吾
後
援
会 

美

作

煌

賛

会 
 

山
野
と
よ
ひ
さ
後
援
会 

山
部
た
き
お
後
援
会 

山
本
恒
道
後
援
会 

柚
木
義
和
後
援
会 

       

馬 

場 

正 

重 

浮 

田 

佐 

平 

渡 

辺 

英
一
郎 

柚 

木 

義 

和 

重 

政 

秀 

明 

簀 

戸 

義 

忠 

天 

野 
 

 

学 

東 
 

 

都
支
男 

小 

林 

康 

則 

川 

上 

洋 

司 

森 

脇 

公 

宏 

山 

本 

茂 

樹 

加 

藤 

秀 

雄 

令
和
四 

・ 

三
・
二
一 

〃 
 

 
 

 

二
・
二
八 

〃 
 

 
 

 

三
・ 

一 

〃 
 

 
 

 

二
・
二
八 

〃 
 

 
 

〃 
 

 

〃 
 

 
 

 

三
・
二
五 

令
和
三 

・
一
二
・
二
一 

〃 
 

 
 

一
二
・
二
〇 

〃 
 

 
 

一
二
・
三
一 

〃 
 

 
 

〃 
 

 

令
和
四 

・ 

二
・
二
八 

〃 
 

 
 

 

三
・
一
〇 

〃 
 

 
 

 

二
・
二
八 
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
二
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

大

林

裕

一

資
金
管
理
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

資
金
管
理
団
体
の
届

出
を
し
た
者
の
氏
名

池

田

雅

子

中
川
雅
子
後
援
会

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
東
区
益
野
町
二
二
八

岡
山
市
東
区
益
野
町
四
一

三

令
和
三

・
一
二
・

一

－

黒

田

晋

地
域
の
底
力
・
岡
山

〃

〃

北
区
上
中
野
一

一
九

五
一

玉
野
市
宇
野
四

一
三

四

令
和
四

・

三
・

三

－
－

－
－

髙

橋

徹

髙
橋
と
お
る
後
援
会

政
治
団
体
の
名
称

髙
橋
と
お
る
後
援
会

高
橋
と
お
る
後
援
会

〃

三
・
一
一

〃

〃

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
中
区
円
山
一
一
八
サ
ン
ラ
イ
ズ
ビ
ル

岡
山
市
中
区
円
山
一
〇
七

〃

〃

二
〇
一

〃

〃

代
表
者
の
氏
名

髙

橋

徹

高

橋

徹

〃

〃
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
二
十
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
で
な
く
な
っ
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

。

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

大

林

裕

一

法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
届
出

資
金
管
理
団
体
の
届

資
金
管
理
団
体
で

資
金
管
理
団
体
の
名
称

出
を
し
た
者
の
氏
名

な
く
な
っ
た
年
月
日

天

野

学

瀬
戸
内
海
政
治
経
済
研
究
所

令
和
三

・
一
二
・
二
一

柚

木

義

和

義

和

会

令
和
四

・

二
・
二
八
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
二
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
四
年
四
月
一
日
以
降
、
政
治
活
動
（
選
挙
運
動
を
含
む

）
の
た
め
に
寄
附
を
受
け
、
又
は
支
出
を
す
る
こ

。

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
政
治
団
体
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

大

林

裕

一

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

石
部
誠
後
援
会

三

上

孝

子

津
野
辺

馨

高
梁
市
南
町
一
四
九
一

四

－

大
西
洋
平
後
援
会

大

西

洋

平

大

西

康

之

浅
口
市
鴨
方
町
六
条
院
西
三
八
七
二

岡
﨑
正
裕
後
援
会

岡

﨑

正

裕

岡

﨑

正

裕

美
作
市
平
田
六
五

一

－

お
か
や
ま
適
塾
の
会

馬

場

勉

石

原

武

士

岡
山
市
北
区
大
供
三

一

一
八
瀬
戸
内
海
放
送
Ｋ
Ｓ
Ｂ
会
館
四
階

－
－

木
村
正
義
後
援
会

中

山

芙
美
子

松

尾

尭

司

備
前
市
伊
部
一
三
一
三

自
由
民
主
党
岡
山
県
政
経
懇
話
会
支
部

森

泉

石

原

恵

一

岡
山
市
北
区
大
窪
五
八
七

服
部
泰
兵
後
援
会

服

部

泰

兵

服

部

泰

兵

倉
敷
市
上
富
井
六
二
八

一
〇
九

－

馬
場
勉
後
援
会

馬

場

勉

石

原

武

士

岡
山
市
北
区
大
供
三

一

一
八
瀬
戸
内
海
放
送
Ｋ
Ｓ
Ｂ
会
館
四
階

－
－

平
松
け
ん
じ
後
援
会

難

波

英

夫

湯

浅

幸

夫

高
梁
市
有
漢
町
有
漢
五
八
九

二

－

三
宅
か
ず
ひ
ろ
と
岡
山
県
の
未
来
を
考
え
る
会

三

宅

和

広

津

田

彩

夏

倉
敷
市
北
畝
五

二
三

四
五

－
－

森
つ
よ
し
後
援
会

松

本

隆

大

森

幸

子

備
前
市
東
片
上
三
八

三

－

若
林
順
一
後
援
会

若

林

順

一

若

林

順

一

赤
磐
市
惣
分
八
九
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